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１. これまでの検討状況

SLC配管はN-10ノズルまでは健
全（7月12日）
少量（0.5ﾘｯﾄﾙ）水抜き後の水頭
圧は一定（8月6、7日）→炉水の逆

流の可能性は低い
高圧フラッシング（最大7.5MPa）
でも閉塞は改善されず、注入量は
約35ﾘｯﾄﾙ、加圧を停めるとすぐに
圧力が降下（8月10日）

→閉塞性は高いが、閉塞部にリー
ク箇所（気相）がある

SLC配管系統概略図
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SLC配管内の水抜き方法に
ついて検討中（X-27ペネ側又
はX-51ペネ側からの水抜き）
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２. ケースA：X-27ペネ側からの水抜き

1. 弁③閉、弁②開で水抜き［ ］実施
（線量計で遠隔モニタリング）

2. 弁①、③を開にしてフラッシング［ ］
実施（X-51ペネ側→X-27ペネ側）

3. 弁③を閉にして、再度水抜き実施
4. X-27ぺネ側の線量が高い場合は1.～

3．を繰り返す

１．現場（X-27ぺネ側）が狭隘、高線量（ペ
ネ近傍100mSv/h、作業床上70mSv/h）

・現場調査、工事工法簡素化
・複数配管をフラッシング（対象：X-27
ペネ、近接するX-40A/Bペネ）

２．温度計挿入時に、配管内の残水がX-51
ぺネ側に落下する

残水に対する防護措置の実施

＜作業手順（案）＞ ＜リスクと対応策＞
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②
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ドレン排出先（トーラス室等）へ

X-27ペネ

・・・切断、新規設置ライン

青字番号・・・新規弁

・・・水抜き

・・・フラッシング
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３. ケースB：X-51ペネ側からの水抜き

1. 弁②閉、弁①、③、④開で水抜き［ ］
実施（線量計で遠隔モニタリング）

2. 線量上昇時には、弁①閉、弁②開でドレ
ン排出ラインのフラッシング実施

3. X-51ペネ側の線量が高い場合、弁③閉、
弁①開でX-51ペネ側のフラッシング実施

4. 線量が低減した場合、弁②閉、弁①、③
開で再度水抜き実施

5. 線量が高い場合は2.～4．を繰り返す。

１．X-51ぺネ側のフラッシングだけでは配

管内の水の入替が完全にできない
・X-27ぺネ側からもドレン（少量）が
できるように計器架台25-51手前

に排出ラインを設置
・X-51ぺネ側→X-27ぺネ側へのフラ

ッシング（少量）［ ］を実施
２．ケースＡと同様
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差圧計

ﾄﾞﾚﾝ排出
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dPT

継手部取り外し
ホース設置

EFCV

・・・切断、新規設置ライン

青字番号・・・新規弁（遠隔操作機能無）

・・・水抜き

・・・フラッシング

緑字番号・・・新規弁（遠隔操作機能有）

過流量逆止弁

⑤
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【検討中】残水に対する防護措置（案）

配管に閉塞があるため、水抜き作業実施後も配管内に残水があるリスクが残る。

温度計挿入作業時には、RPV側とのバウンダリが無い（仕切り弁が全て開）状態とな
るため、残水処理ドレンラインを温度計挿入位置（N2封入位置）よりもPCV側に設け、作

業者の手元まで残水が到達しない防護措置をとる。

X-51

残水のドレン抜き
（トーラス室等へ）

PCV側

N2ガスの封入

ワイヤガイド（熱電対）

残水に対する防護措置（案）

ドレン抜き位置は極力、温度計挿入位置
から遠い位置とする

温度計挿入位置

既設サポート
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４．今後の対応

ケースA（X-27ペネ側からの水抜き）はフラッシングによる線

量低減効果が予想できない一方で、現場作業に伴う被ばくが
多大になる。

ケースB （X-51ペネ側からの水抜き）を主案として進める

（安全対策の充実）

ケースBで安全に水抜きが可能となる設備を設計し、モックア

ップ試験により確認する。

工程：8月末温度計設置→9月中設置へ見直し
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（参考） 概略工程（案）

下旬

８月

下旬中旬上旬

現地工事

残水に対する防護措置
のモックアップ試験

（工場）

９月月日
内容

遠隔操作弁（AO弁）手配

配管改造工事機材手配・製作

習熟訓練（温度計挿入）

モックアップ試験

温度計挿入工事

評価、改善

配管改造工事

9月末目標

モックアップ試験機材手配、製作

習熟訓練（配管改造工事）

水抜き、ﾌﾗｯｼﾝｸﾞ


